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調査 A 48％ 62％ 30％ 31％










































表 3　単元計画（全 12 時間）と手だて
時 主な活動 手だて








































写真 4　生徒が作成したレポート例 1写真 3　生徒が確認したウニの発生の様子





















調査 A 30％ 98％











調査 C 98％ 2％
調査 D 98％ 2％
　③　レポートへの感想記述の分析
レポートへの感想記述の分析では、「目的意識」の定義の要素である「単元を学ぶ目的の理解」、「観
察、実験などの目的とその結果から何が明らかになるかの把握」や「目的意識の向上」がわかる記述
がどの程度確認できるか分析した。
手だてアを終えた後、図 2のように「単元を学ぶ目的の理解」がわかる記述が 87％の生徒に見られた。
手だてイを終えた後のレポートでは、図 3のように「観察、実験などの目的とその結果から何が明
らかになるかの把握」がわかる記述が 92％の生徒に確認できた。
図 2　手だてアを終えた後のレポートの感想記述例（下線は筆者が加筆した）
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手だてウを終えた後のレポートでは、図 4のように「目的意識の向上」がうかがえる記述が 90％の
生徒に見られた。
　④　単元における感想記述の分析
単元終了後の生徒の感想記述を分析すると、図 5のように 90％の生徒が「目的意識」が向上したと
読み取ることができる記述をしていた。また、学習意欲が向上した、基礎的・基本的な知識が定着し
た等の記載も数多く確認できた。
図 3　手だてイを終えた後のレポートの感想記述例（下線は筆者が加筆した）
図 4　手だてウを終えた後のレポートの感想記述例（下線は筆者が加筆した）
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生物分野における、生徒の目的意識を向上させるための授業展開の工夫（新村・小川・鈴木）
5　考察
本研究の目的は、中学校第 3学年の生物分野「生命の連続性」の単元における「生物のふえ方」の
学習において、授業展開を工夫することで、生徒の「目的意識」が向上するのかを検証することであっ
た。
この目的を達成するために、まず「目的意識をもつ」ことを、「生徒がその単元を学ぶ目的を理解し、
そこで行う観察、実験などの目的とその結果から何が明らかになるかを把握している状態」と定義し
た。そして、「小中の学習内容の系統性・関連性を活かした導入の工夫」や「受精実験の継続観察の展開」、
「発展的な学習における問題設定の工夫」という 3つの手だてを講じて授業展開した。
質問紙やレポートの感想記述、単元終了後の感想記述を分析した結果、生物分野における生徒の「目
的意識」の向上が確認できた。3つの手だてによって、生徒が単元を通して、常に目的を意識しなが
ら追究活動を行うことができたためだと考えられる。
以上のことから、本実践において講じた手立てが有効に機能したことが推察された。
6　おわりに　　
本研究から、中学校第 3学年の生物分野「生命の連続性」の単元における「生物のふえ方」の学習
において、「小中の学習内容の系統性・関連性を活かした導入の工夫」や「受精実験の継続観察の展開」、
「発展的な学習における問題設定の工夫」という 3つの手だてを講じた授業展開をすることで、生徒
の「目的意識」が向上したことが明らかとなった。
今後の課題としては、12 時間費やした本単元において、「受精実験の継続観察」に関しては、年間
計画の中で実践する内容を精選する必要があると考える。また、生物分野における別単元での実現の
図 5　単元終了後の感想記述例（下線は筆者が加筆した）
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可能性や限界等についても検討していく必要があるだろう。
生徒の「目的意識」を向上させることを目的として本研究を進めたが、理科教育において、「目的意識」
をもたせることがゴールではなく、ここがスタートラインだと考えている。「目的意識」をもつこと
が科学的な思考力、判断力、表現力の向上や知識・理解の定着、科学的に探究する能力や態度の育成
に繋がっていくのかを検証することがさらなる研究課題である。
附記
本稿は、日本理科教育学会第 62回東海支部大会の発表内容（新村和弥、小川博士、鈴木啓二「生
物分野における生徒の目的意識を向上させるための授業展開の工夫：中 3「生命の連続性」の実践から」）
に加筆・修正したものである。
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